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太
宗
の
貞
観
年
間
か
ら
高
宗
の
顕
慶
年
間
に
か
け
て
作
成
さ
れ
た
「
五
経
正
義
」

は
、
そ
の
後
の
思
想
史
に
如
何
な
る
影
響
を
与
え
た
の
か
。

こ
の
問
題
に
関
連
し
て
、
こ
こ
で
は
、
開
元
年
間
の
張
守
節
「
史
記
」
正
義
を
と

り
あ
げ
て
み
た
い
。

開
元
年
間
に
、「
禮
記
正
義
」
は
、
張
守
節
の
手
で
再
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
、「
史
記
」
楽
書
篇
正
義
は
そ
の
成
果
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
。

以
下
、「
史
記
」
会
注
考
證
本
に
よ
り
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

一

張
守
節
の
「
史
記
」
楽
書
題
注
正
義
は
鄭
玄
の
「
禮
記
」
楽
記
の
目
録
を
次
の
よ

う
に
引
用
し
て
い
る
。

鄭
玄
云
う
、
…
…
此
れ
別
録
に
於
て
樂
記
に
属
す
。
蓋
し
十
一
篇
、
合
せ
て
一

篇
と
為
す
。
十
一
篇
な
る
者
、

樂
本
有
り
。

樂
論
有
り
。

樂
施
有
り
。

樂
言
有
り
。

樂
禮
有
り
。

樂
情
有
り
。

樂
化
有
り
。

樂
象
有
り
。

賓
牟
賈
有
り
。

師
乙
有
り
。

魏
文
侯
有
り
。

今
こ
れ
を
合
す
と
雖
も
、
亦
た
略ほ

ぼ

分
有
り
。
劉
向
書
を
校
し
、
樂
書
二
十
三
篇

を
得
て
、
別
錄
に
著
す
。
今
樂
記
二
十
三
篇
、
十
一
篇
有
り
て
、
其
の
名
猶
お

存
す
。

張
守
節
は
、
ま
た
楽
書
の
子
貢
問
楽
の
章
の
結
び
で
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

此
の
前
事
を
結
ぶ
、
悉
く
是
れ
子
貢
の
問
い
に
答
う
る
の
事
な
り
。
其
れ
樂
記

な
る
者
は
公
孫
尼
子
の
次
撰
な
り
。
樂
記
を
為
り
、
天
地
に
通
じ
、
人
情
を
貫

き
、
政
治
を
辯
ず
。
故
に
細
か
に
こ
れ
を
解
し
以
て
前
ん
ず
。
劉
向
別
錄
の
篇

次
、
鄭
目
錄
と
同
じ
。
而
る
に
樂
記
の
篇
次
又
鄭
目
に
依
ら
ず
。
今
此
の
篇
次

顛
倒
す
る
者
は
、
褚
先
生
升
降
す
る
を
以
て
の
故
に
今
亂
る
。
今
舊
次
第
を
逐

い
て
段
に
隨
い
て
こ
れ
を
記
し
、
後
を
し
て
略
知
ら
し
む
。
後
文
褚
の
意
に
出

づ
る
を
以
て
の
み
。

「
史
記
」
楽
書
の
正
義
に
つ
い
て

島　
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張
守
節
は
、「
史
記
」
楽
書
を
四
分
し
て
考
え
、
そ
の
第
二
番
目
の
段
落
を
、「
凡

そ
音
の
起
こ
る
や
人
心
に
由
り
て
生
ず
」
よ
り
こ
の
子
貢
問
楽
に
至
る
部
分
を
次
の

よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

「
禮
記
」楽
記
篇
は
元
来
公
孫
尼
子
の
手
に
よ
っ
て
次
撰
さ
れ
た
。
先
の
鄭
玄
の

目
録
の
篇
次
は
劉
向
別
録
の
そ
れ
と
同
一
だ
っ
た
。
そ
れ
が
、
現
在
異
な
っ
て

い
る
の
は
、「
史
記
」
楽
書
に
つ
い
て
み
る
と
、「
史
記
」
を
整
理
し
た
褚
少
孫

の
手
が
加
わ
っ
た
た
め
に
乱
れ
た
の
だ
。

さ
て
、
張
守
節
の
右
の
節
に
従
っ
て
、
こ
の
楽
書
の
篇
次
を
み
て
ゆ
こ
う
。

○
皇
侃
云
う
、…
…
此
の
章
に
三
品
有
り
。
故
に
名
づ
け
て
樂
本
と
爲
す
。〈
九
〉

　

此
れ
樂
本
章
の
第
二
段
、
樂
人
心
に
感
ず
る
を
明
ら
か
に
す
。

　

此
れ
樂
〔
本
〕
章
の
第
三
段
な
り
。

○
此
れ
第
二
章
、
名
づ
け
て
樂
論
と
爲
す
。 

〈
十
九
〉

　

此
れ
樂
論
の
第
二
段
。

　

此
れ
樂
論
の
第
三
段
。

　

此
れ
樂
論
の
第
四
段
。

○
此
れ
第
三
章
、
名
づ
け
て
樂
禮
の
章
。 

〈
二
十
四
〉

　

此
れ
樂
禮
章
の
第
二
段
な
り
。

　

此
れ
樂
禮
章
の
第
三
段
。

○
此
れ
第
四
章
、
樂
施
と
名
づ
く
。 

〈
三
〇
〉

　

此
れ
樂
施
章
の
第
二
段
な
り
。

　

此
れ
樂
施
章
の
第
三
段
。 

〈
三
十
四
〉

○
此
れ
第
七
章
。

　

此
れ
樂
情
章
の
第
二
段
。

　

此
れ
樂
情
章
の
第
三
段
。

※
此
れ
樂
施
章
の
第
三
段
の
後
な
り
。
誤
ま
り
て
此
こ
に
在
り
。

○
此
れ
第
五
章
。
樂
言
と
名
づ
く
。 

〈
三
十
九
〉

　

此
れ
樂
言
章
の
第
二
段
な
り
。

　

此
れ
樂
言
章
の
第
三
段
。

○
此
れ
第
六
章
、
樂
象
と
名
づ
く
。
本
第
八
な
る
も
、
次
を
失
す
。 

四
十
四

　

此
れ
樂
施
章
の
第
二
段
な
り
。

　

此
れ
樂
施
章
の
第
三
段
。

　

此
れ
樂
施
章
の
第
四
段
な
り
。

○
此
れ
第
十
章
、
名
づ
け
て
樂
化
章
と
爲
す
。　

 

〈
五
十
一
〉

　

此
れ
樂
化
章
の
第
二
段
な
り
。

　

此
れ
樂
化
章
の
第
三
段
な
り
。

　

此
れ
樂
化
章
の
第
四
段
な
り
。

○
此
れ
章
の
第
八
、
文
侯
の
問
い
を
明
ら
か
に
す
。　
　

 

〈
五
十
六
〉

○
此
れ
第
九
章
。
賓
牟
賈
の
問
い
と
名
づ
く
。　
　
　

 

〈
六
十
二
〉

○
子
貢
樂
を
問
う
。　
　

 

〈
六
十
九
〉

張
守
節
は
右
の
よ
う
に
「
史
記
」
楽
書
を
分
析
し
段
落
を
設
定
し
て
い
る
が
、
こ

れ
は
ま
っ
た
く
「
禮
記
」
楽
記
篇
正
義
と
合
わ
な
い
。

「
禮
記
」
楽
記
の
正
義
は
、「
鄭
目
録
」
の
引
用
に
続
け
て
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い

る
。

案
ず
る
に
藝
文
志
云
う
、
黄
帝
以
下
三
代
に
至
り
、
各
お
の
當
代
の
樂
有
り
。

孔
子
曰
く
、
風
を
移
し
俗
を
易
う
る
は
樂
よ
り
善
き
は
な
し
と
。
周
衰
え
禮
壞

れ
、
其
の
樂
尤
も
微
な
り
。
音
律
を
以
て
節
と
爲
し
、
又
鄭
衞
の
亂
す
所
と
爲

る
。
故
に
遺
法
な
し
。
漢
興
り
、
制
氏
雅
樂
制
律
を
以
て
世
よ
樂
官
と
爲
り
、
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頗
る
能
く
其
の
鏗
鎗
鼓
舞
を
記
す
の
み
。
其
の
義
理
を
言
う
能
わ
ず
。
武
帝
の

時
、
河
間
獻
王
博
古
を
好
み
其
の
諸
生
と
共
に
周
官
及
び
諸
子
の
樂
事
を
言
う

を
采
り
、
以
て
樂
記
事
を
作
る
。
其
の
内
史
丞
王
度
こ
れ
を
傳
え
て
以
て
常
山

の
王
禹
に
授
く
。
成
帝
の
時
、
謁
者
と
爲
り
て
數し

ば

し
ば
其
の
義
を
言
い
二
十
四

卷
の
樂
記
を
獻
ず
。
劉
向
樂
記
二
十
三
篇
を
得
て
別
録
に
著
す
。
今
樂
記
の
斷

取
す
る
所
の
十
一
篇
…
…
。

こ
の
高
宗
の
顕
慶
年
間
に
完
成
し
た
楽
記
篇
正
義
に
よ
る
と
、
楽
記
篇
は
、
成
帝

の
時
の
謁
者
王
禹
の
二
十
四
篇
の
楽
記
の
中
か
ら
十
一
篇
を
採
取
し
た
も
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
こ
の
楽
記
篇
の
成
立
の
背
後
に
は
、
武
帝
の
時
の
河
間
献
王
が
存
在

す
る
。
河
間
献
王
は
、
諸
生
と
と
も
に
、
周
官
諸
子
の
中
か
ら
、
楽
事
に
関
す
る
理

論
を
取
っ
て
篇
纂
し
た
。
彼
以
前
、
楽
事
に
関
す
る
理
論
は
ま
っ
た
く
途
絶
え
て
い

た
。張

守
節
は
楽
記
篇
が
「
礼
説
」
楽
記
篇
正
義
、
そ
れ
の
基
づ
く
、「
劉
向
別
録
」・

「
漢
書
」
芸
文
志
の
説
に
異
を
唱
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

其
れ
樂
記
な
る
者
は
公
孫
尼
子
の
次
撰
な
り
。
樂
記
を
爲
り
、
天
地
を
通
じ
人

情
を
貫
き
、
政
治
を
辯
ず
。
故
に
細
か
に
こ
れ
を
解
し
て
以
て
前
ん
ず
。
劉
向

別
録
の
篇
次
、鄭
目
録
と
同
じ
。
而
し
て
樂
記
の
篇
次
又
鄭
目
に
依
ら
ず
。
今
、

此
の
文
の
篇
次
顛
倒
す
る
は
褚
先
生
升
降
す
る
を
以
て
、
故
に
今
亂
る
。
今
舊

次
第
を
逐
い
て
、
段
に
隨
い
て
こ
れ
を
記
し
、
後
を
し
て
略
知
ら
し
む
。
後
文

は
褚
の
意
に
出
づ
る
を
以
て
の
み
。

「
禮
記
」
楽
記
篇
は
、
元
来
、
公
孫
尼
子
の
次
撰
に
な
る
も
の
で
、
そ
の
目
録
の
篇

次
は
、
鄭
目
録
、
楽
記
の
編
次
と
異
な
る
が
、
そ
れ
は
「
史
記
」
を
整
理
し
、
そ
の

本
文
を
升
降
し
た
褚
少
孫
の
手
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

公
孫
尼
子
二
十
八
篇
〈
班
固
注
〉
七
十
子
の
弟
子
な
り
。（「
漢
書
」
藝
文
志
）

張
守
節
は
、
楽
書
の
作
者
を
、
こ
の
公
孫
尼
子
に
当
て
る
の
で
あ
ろ
う
。

二

魏
文
侯
子
夏
に
問
い
て
曰
く
、
…
…
。

賓
牟
賈
孔
子
に
侍
坐
す
。
…
…
。

子
貢
師
乙
を
見
て
問
い
て
曰
く
、
…
…
。

右
は
そ
れ
ぞ
れ
「
史
記
」
楽
書
の
賓
牟
賈
・
師
乙
・
魏
文
侯
の
節
の
書
き
出
し
で

あ
る
。○ 

卜
商
、
字
は
子
夏
。
孔
子
よ
り
少
き
こ
と
四
十
四
歳
。
…
…
孔
子
沒
後
、
子

夏
西
河
に
在
り
て
教
授
す
。
魏
の
文
侯
の
師
と
爲
る
。

　

 〈
正
義
〉　

文
侯
安
邑
に
都
す
。
孔
子
卒
す
る
後
、
子
夏
西
河
の
上
に
教
え
、

文
侯
こ
れ
に
師
事
し
、
國
政
を
咨
問
す
。

○ 

端
木
賜
、
衞
人
な
り
。
字
は
子
貢
、
孔
子
よ
り
若
き
こ
と
三
十
一
歳
。
子
貢
、

利
口
巧
辭
、
…
…
。

 

（「
史
記
」
仲
尼
弟
子
列
傳
）

孔
子
の
高
弟
達
の
生
涯
を
述
べ
た
、
仲
尼
弟
子
列
傳
の
記
述
を
こ
の
楽
書
は
承
け

て
い
る
と
張
守
節
は
見
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

し
か
も
、
楽
書
は
こ
の
対
話
体
の
話
の
外
の
論
説
体
の
記
述
に
お
い
て
、
音
楽
と

人
間
性
の
か
か
わ
り
を
説
い
て
い
る
と
、
張
守
節
は
考
え
て
い
る
。
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○
夫
れ
人
に
血
氣
心
知
の
性
有
り
て
喜
怒
哀
樂
の
常
な
し
。
應
感
物
に
起
り
て

動
く
、
然
る
後
、
心
術
形
わ
る
。

　
〈
正
義
〉　

…
…
夫
れ
人
生
ぜ
ざ
れ
ば
則
ち
已
む
。
既
に
已
に
生
ず
れ
ば
必
ず

血
氣
心
知
の
性
有
り
。
性
五
常
の
行
に
合
い
て
喜
怒
哀
樂
の
分
有
り
。
但
だ

其
の
發
す
る
や
常
時
な
く
、
外
境
の
觸
る
る
所
に
從
う
。

○
樂
な
る
者
は
情
の
變
ぜ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
者
な
り
。禮
樂
の
情
人
情
に
貫
す
。

　
〈
正
義
〉　

貫
と
は
猶
お
通
の
ご
と
し
。
言
う
こ
こ
ろ
は
人
情
に
過
ぎ
ざ
る
は

な
く
し
て
禮
樂
は
能
く
同
を
統
べ
異
を
辯
ず
。
故
に
其
の
説
能
く
人
情
に
通

ず
。

○
凡
そ
音
な
る
者
は
人
心
よ
り
生
ず
る
者
な
り
。
樂
な
る
者
は
倫
理
に
通
ず
る

者
な
り
。

　
〈
正
義
〉　

音
の
初
め
て
生
ず
る
、
君
の
心
自
り
形
は
れ
て
樂
を
成
す
。
樂
成

れ
ば
則
ち
能
く
百
姓
に
通
じ
、
其
の
類
分
を
盡
く
す
。
故
に
曰
く
、
倫
理
に

通
ず
る
者
な
り
と
。

人
心
・
人
情
と
音
楽
の
関
係
は
結
局
ど
う
な
る
の
か
。

○
人
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
靜
な
る
は
天
の
性
な
り
。
物
に
感
じ
て
動
く
は
、

情
の
頌
な
り
。

　
〈
正
義
〉　

人
初
め
て
生
ず
る
や
、未
だ
情
欲
有
ら
ず
。
其
の
情
欲
至
っ
て
靜
、

自
然
に
禀
く
、
是
れ
天
の
性
な
り
。

○
物
至
り
知
知
り
、
然
る
后
好
惡
形
わ
る
。
好
惡
内
に
節
す
る
な
く
し
て
、
知

外
に
誘
わ
れ
、
己
れ
に
反
る
能
わ
ず
し
て
天
理
滅
ぶ
。

　
〈
正
義
〉　

其
の
心
靜
な
り
と
雖
も
、
外
に
感
じ
て
、
情
物
に
因
り
て
動
く
、

是
れ
性
の
貪
欲
な
り
。

　
〈
正
義
〉　

言
う
こ
こ
ろ
は
、
好
惡
自
ら
心
に
節
量
せ
ず
、
唯
だ
情
欲
こ
れ
を

外
に
誘
う
を
知
り
、
己
が
躬
の
善
に
反
還
す
る
能
わ
ざ
れ
ば
則
ち
天
性
滅
絶

す
。

　

夫
れ
物
の
人
に
感
ぜ
し
む
る
や
窮
ま
り
な
く
、
人
の
好
惡
節
な
け
れ
ば
則
ち

是
れ
物
至
り
て
人
物
に
化
す
な
り
。

　
〈
正
義
〉　

夫
れ
物
は
一
な
ら
ず
。
故
に
無
窮
と
謂
う
。
若
し
人
心
嗜
慾
度
な

く
、好
惡
に
隨
い
て
こ
れ
を
節
す
る
能
わ
ず
ん
ば
則
ち
こ
れ
と
と
も
に
化
す
。

故
に
云
う
、
人
物
に
化
す
と
。

○
人
物
に
化
す
と
は
、
天
理
を
滅
ぼ
し
て
人
欲
を
窮
む
る
者
な
り
。

　
〈
正
義
〉　

人
物
に
隨
い
て
化
さ
ば
、
則
ち
天
性
を
滅
ぼ
し
て
人
心
の
欲
を
恣

い
ま
ま
に
す
る
な
り
。

○
徳
な
る
者
は
性
の
端
な
り
。
樂
な
る
者
は
徳
の
華
な
り
。

　
〈
正
義
〉　

邪
正
に
本
有
り
。
皆
僞
る
べ
か
ら
ざ
る
を
明
ら
か
に
す
。
德
は
理

を
得
る
な
り
。
性
の
端
本
な
り
。
言
う
こ
こ
ろ
は
、
人
生
を
禀
く
る
や
理
を

0

0

0

0

0

0

0

0

0

得
る
を
以
て
本
と
爲
す
な
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

　
〈
正
義
〉　

理
を
内
に
得
、
樂
は
外
と
爲
す
。
故
に
云
う
、
徳
の
華
な
り
と
。

人
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
そ
の
内
面
に
性
を
端
本
と
し
て
静
な
る
理
を
所
有
し
て
い

る
。
そ
れ
が
外
境
に
接
す
る
と
情
が
発
生
し
そ
れ
を
喪
失
す
る
。
理
を
戻
し
た
性
と

人
情
と
の
関
係
が
問
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

む
す
び
に
か
え
て

以
上
の
よ
う
に
張
守
節
に
よ
れ
ば
楽
記
篇
の
作
者
は
、
漢
代
の
河
間
献
王
と
そ
の

諸
生
で
は
な
く
て
、
戦
国
時
代
の
孔
門
七
十
子
の
弟
子
の
公
孫
尼
子
だ
と
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
楽
記
篇
が
、孔
門
の
人
生
論
と
し
て
の
意
味
を
一
層
持
つ
こ
と
に
な
る
。
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こ
れ
ら
人
間
性
と
物
と
人
情
・
人
欲
と
の
関
係
な
ど
を
掘
り
下
げ
て
、
そ
こ
に
、

新
た
な
性
論
を
打
ち
立
て
る
こ
と
が
次
の
思
想
史
の
課
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

孔
門
の
学
を
、
性
理
の
学
と
し
て
と
ら
え
、
そ
こ
に
人
間
の
本
来
の
あ
り
方
を
さ

ぐ
る
宋
学
が
成
立
す
る
時
、
こ
れ
ら
の
章
節
に
お
け
る
議
論
は
、
そ
れ
に
対
す
る
答

え
と
し
て
大
き
な
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
る
に
ち
が
い
な
い
。

（
本
学
文
学
部
教
授
）
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